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1. 事業概要 

1）事業者概要 

・会社名  ：水戸環境テクノロジー株式会社 

・設立年月日：2016 年 1 月 27 日 

・取締役社長：峰村 健 

・所在地  ：〒311-1123 茨城県水戸市下入野町２１００ 

・資本金  ：2 億円 

・売上高  ：75,465 万円（2021 年度実績） 

・連絡先  ：総括責任者 軍司 雅人（電話番号：029-350-4431 

・ＨＰ   ：https://mito.ekankyo21.com/ 

 

2）事業内容 

・ごみ焼却施設・リサイクルセンターの運営管理 

水戸市清掃工場えこみっとにおけるごみ焼却施設、リサイクルセンターの運営を行

うために設立された、特別目的会社（SPC）です。 

当社は、環境負荷の少ない循環型社会の構築に向け、将来にわたり安定したごみの適

正処理を行うとともに、資源及びエネルギー回収を進めることが、使命と受けとめ、本

事業に取り組んで参ります。 

事業の概要としては、地域から排出される「燃えるごみ」をごみ焼却施設に運搬し、

焼却処理を行っております。同じく地域から排出される「燃えないごみ」、「粗大ごみ」

および「資源物」についても運搬し、リサイクルセンターにおいて、資源選別を行って

おります。また、焼却過程において発生した熱を利用し、発電を行います。余剰電力に

ついては売電しています。 

 

3）施設概要 

①全体 

・施設名称 ：水戸市清掃工場えこみっと 

・所在地  ：茨城県水戸市下入野町２１００番地 

・敷地面積 ：約 47,865m² 

・延床面積 ：約 22,458m² 

・構造   ：鉄骨鉄筋コンクリート製、鉄骨造、鉄筋コンクリート造地 

・施設   ：ごみ焼却施設、リサイクルセンター、管理啓発棟、計量棟、洗車場棟 

・処理対象物：燃えるごみ、リサイクルセンターで発生する可燃残渣・不燃残渣 

燃えないごみ、粗大ごみ、びん・缶類、ペットボトル 

白色トレイ、プラスチック製容器包装、有害ごみ、布類・紙類 等 

・竣工日 ：2020 年 3 月 31 日 

・一般廃棄物処理施設設置届出：平成 29 年 3 月 1 日 

 

https://mito.ekankyo21.com/
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②業務内容 

・受入管理業務 ・運転管理業務  ・維持管理業務 ・環境保全業務 

・有効利用業務 ・情報管理業務  ・関連業務 

 

③2021 年度の実績 

 ・燃えるごみ搬入量 ： 88,389 t（燃えるごみ焼却量：89,888 t） 

 ・発電電力量    ： 64,643 MWh 

 ・使用電力量    ： 12,560 MWh 

 ・CO２総排出量   ： 242,241,138 kg-CO2/t 

 

④運営業務委託期間 

 2020 年 4 月 1 日 ～ 2040 年 3 月 31 日 

⑤施設の状況 

１）車両関係 

表 保有車両関係 

No. 施設 車種 台数 

1 ごみ焼却施設 フォークリフト １台 

2 

リサイクルセンター 

ショベルローダー ２台 

3 ホイルローダー １台 

4 バケットフォークリフト １台 

5 10ｔダンプ １台 

6 回転リフト １台 

7 クランプリフト １台 

２）設備概要 

・ごみ焼却施設 

処理能力 330t/日（110t/24h×3炉） 

受入供給設備 ピット＆クレーン方式 

燃焼設備 ストーカ式（主灰：外部資源化、飛灰：最終埋立処分） 

燃焼ガス冷却設備 廃熱ボイラ方式 

排ガス処理設備 
ろ過式集じん器、乾式有害ガス除去装置 

活性炭吹込設備、無触媒脱硝装置 

余熱利用設備 発電（定格 9,550kW） 

通風設備 平衡通風方式 

飛灰処理設備 飛灰薬剤処理方式 

排水処理設備 
プラント排水・生活排水を対象 

生物処理＋凝集沈殿、クローズド方式 

電気設備 特別高圧受電 

計装設備 分散型自動制御システム方式（DCS） 
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・リサイクルセンター 

処理方式 

燃えないごみ及び粗大ごみ ： 破砕 

資源物 ： 選別（圧縮及び梱包を含む）又は保管 

有害ごみ ： 保管 

処理能力 

55t/日 

①破砕設備 24t/日 

②選別設備（びん・缶類） 8t/日 

③選別設備（ペットボトル） 4t/日 

④選別設備（プラスチック製容器包装） 18t/日 

⑤選別設備（白色トレイ） 1t/日 
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⑥処理フロー（ごみ焼却施設） 
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⑦処理フロー（リサイクルセンター） 
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⑧エコアクション 21 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構成員 役割・責任・権限 

代表者 1）環境方針の策定 

2）環境管理責任者の任命 

3）環境目標、環境活動計画、環境活動レポートの承認 

4）全体の取組状況の評価、見直しの実施 

環境管理責任者 1）環境経営システムの構築、実施及び管理 

2）環境目標、環境活動計画、環境活動レポートの照査 

3）環境関連法規等の取りまとめ表の承認 

4）運用状況の代表者への報告 

環境管理事務局 

主任技術者※ 

各施設運転責任者 

運営担当者 

1）環境目標、環境活動計画、環境活動レポートの作成 

2）環境負荷及び環境取り組みへの自己チェックの実施 

3）環境関連法規等の取りまとめ表の作成、評価 

4）環境管理責任者の補佐 

全職員 1）環境方針等の理解 

2）計画に基づく環境活動の実施、記録 

※主任技術者：ボイラー・タービン主任技術者、電気主任技術者である。 

代表者 
代表取締役社長 

（非常勤） 

環境管理責任者 
SPC総括責任者 

 

主任技術者 

リサイクルセンター 
運転責任者 

ごみ焼却施設 
運転責任者 

代表企業 
運営担当者 
（業務支援） 

リサイクルセンター 
運転職員 

ごみ焼却施設 
運転職員 

環境管理事務局 
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2. 環境方針 

環 境 方 針 

 

（基本方針） 

水戸環境テクノロジー株式会社は、地域社会における自然環境・生活環境の保全が、

企業の社会的責務であるとの認識に立ち、環境保護の推進に努めます。また、安心か

つ安全で安定したごみ処理施設の運営に努めるため、施設の適正な維持管理、環境管

理を実施していきます。 

 

（環境保護方針） 

1. 下記の事項について、環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い継続的な

改善に努めます。 

 

1）排出ガスの各基準値を遵守した適切な運転を行います。 

2）発電効率の向上を考慮した運転を計画し、実行していきます。 

3）電気等のエネルギーの削減に努めます。 

4）水資源の節約を図ります。 

5）使用する化学物質を適正管理します。 

 

2. 環境関連法令を遵守します。 

 

3. 環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。 

 

4. 地域活動に参加し、環境保護に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

制定 2021 年 4 月 1 日 

水戸環境テクノロジー株式会社 

取締役社長  石川 英司   
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3. 環境目標 

 

区分 環境目標項目 
基準値 

(2020年度) 

目標値 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 

1. 

CO2 

排出量 

の削減 

①ごみ処理量１ｔあた

りの CO2 排出量に 

ついて※１ 

二酸化炭素排出量 

229,411,033 kg-CO2 小計 1～3 

[系統別二酸化炭素排出量] 

1)購入電力：112,793 kg-CO2 

2)灯油   ：502,980 kg-CO2 

3)焼却※3 ：228,795,260 kg-CO2 

ごみ焼却量：85，054 t 

ごみ処理量１ｔあたりの CO2 排出量 

2，697-kg-CO2/t 

基準値比較 

99.5%以下 

基準値比較 

99.0%以下 

基準値比較 

98.5%以下 

2，683-

kg-Co2/t

以下 

2，670- 

kg-Co2/t 

以下 

2，656- 

kg-Co2/t 

以下 

②ごみ処理量 1ｔあた

りの廃棄物発電によ

る向上※１ 

 

発電量：60,927,590 kWh 

焼却量：85,054 t 

ごみ処理量 1ｔあたりの 

廃棄物発電量 

716 kWh/ごみ-t 

 

基準値 

比較 

100.5％ 

以上 

基準値 

比較 

101.0％ 

以上 

基準値 

比較 

101.5％ 

以上 

719kWh/ 

ごみ-t以上 

723 kWh/ 

ごみ-t以上 

727 kWh/ 

ごみ-t以上 

③使用電力量の 

削減※２ 

【2020 年度 参考値】 

ごみ焼却施設等：11,324,844kWh 

リサイクルセンター：640,980 kWh 

清掃事務所：72,186kWh 

最終処分場：15,300kWh※4 

合計：12,053,310 kWh 

【2021 年度 基準値】 

ごみ焼却施設等：11,732,940kWh 

リサイクルセンター：668,350 kWh 

清掃事務所：76,280kWh 

最終処分場：82,210kWh※4 

合計：12,559,780 kWh 

 

基準値 
基準値比較 

1%削減 

基準値比較 

1.5%削減 

- 
12,434,182 

kWh 

12,371,383 

kWh 
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2. 

廃棄物の

削減 

①焼却主灰における

熱灼減量基準値の

遵守 

熱灼減量基準値 

5%以下 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

5％以下 5％以下 5％以下 

②選別設備において

の手選別による分別

の徹底 

 

選別設備 純度基準値 

スチール缶：95％以上 

アルミ缶：95％以上 

ペットボトル：95％以上 

容器包装プラスチック：95％以上 

白色トレイ：：95％以上 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

95％以上 95％以上 95％以上 

3. 

水資源の 

節減 

上水の節減 
使用量  

上水 ：29,747m3（2021 年度）※3 

基準値 
基準値比較 

0.5%削減 

基準値比較 

0.8%以下 

- 
29，598 m3 

以下 

29，509 m3 

以下 

4. 

環境負荷 

の低減 

排ガスにおける 

基準値遵守 

排ガス基準値 

遵守率 100% 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

遵守率 

100% 

【数値化しない環境目標】 

５． 

化学物質の適正管理 
・蒸気復水処理剤（ﾓﾙﾎﾘﾝ）凝集剤（第二塩化鉄）の保管量適正 

6 

地域の環境保全、公衆衛生の向上 

貯水槽、浄化水槽の清掃 

定期的な施設の清掃 

7. 

地域環境活動の参画 

地域・環境団体の環境活動へ積極的継続実施 

施設見学者へのごみ分別に関する啓発実施 

※1：焼却における二酸化炭素排出量は非バイオマス分であるプラ,合成繊維をもとに算出した。また、このときの

排出係数は、環境省発行温室効果ガス排出量計算のための算定式及び排出係数一覧より、廃プラの排

出係数（2,690 kg-CO2/ｔ）を採用。 

※2：電気事業者別排出係数における 2021 年度東京電力実排出係数（0.452 kg-CO2/kWh）を採用。 

※3：最終処分場の仮稼働開始は 2020 年 10 月、本稼働は 2021 年度 10 月となったため、使用電力量は顕

著な変動がある。また、上水の使用量は 2021 年度を基準とする。 
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4. 環境活動計画に対する取り組み評価 

 

1）取り組みの評価 

区分 環境目標項目 活動内容 達成状況 

1. 

CO2 

排出量 

の削減 

①ごみ処理量１ｔ

あたりの CO2排

出量について 

・補助燃料を行わない運転の実施 ○ 

②ごみ処理量 1ｔ

あたりの廃棄物

発電による削減 

・安定稼動を実施するための日常点検および定期点検の

実施 
○ 

・効率的な運転計画の立案 ○ 

・ごみ質に応じた焼却負荷の適正な調整 ○ 

③使用電力量の 

削減 

・空調の適正化の実施 △ 

・必要ない機器の運転停止 〇 

2. 

廃棄物の削

減 

①焼却主灰にお

ける熱灼減量

基準値の遵守 

・適正運転における燃焼調整の実施 ○ 

・計画的なごみの攪拌によるごみ質の均一化 ○ 

・炉停止時の炉内清掃の実施 ○ 

②選別設備にお

いての手選別に

よる分別の徹底 

・受入ヤードの適正管理 〇 

・除袋、破袋の徹底 ○ 

・搬入者荷降ろし時の搬入ごみの確認 △ 

3. 

水資源の節

減 

上水の節減 

・こまめな節水による生活用水の節減 △ 

・ﾌﾟﾗﾝﾄ機器については再利用水使用の励行 ○ 

4. 

環境負荷 

の低減 

排ガスにおける基

準値遵守 

・排ガス状況の常時監視 ○ 

・薬剤の適正投入 ○ 

5 

化学物質の適正管理 

・責任者を選任し、在庫管理の実施 ○ 

・日常点検における機器の状況把握 ○ 

6 

地域の環境保全、講習衛生の

向上 

貯水槽等の定期清掃の実施 〇 

講習衛生場の定期清掃の実施 〇 

７ 

地域環境活動への参画 

地域環境活動への参画 × 

ごみの分別啓発の推進 〇 

※達成状況は次のとおり評価する。 

○： 取り組んでいる。 

△： 取り組んでいるが、更に取り組みが必要。 

×： 取り組んでいない。  
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5. 環境目標に対する実績 

 

区分 環境目標項目 
基準値 

(2020年度) 

2021 年度 
達成率 

目標値 実績値 

1. 

CO2 

排出量 

の削減 

①ごみ処理量１ｔあた

りの CO2 排出量に 

ついて※１ 

二酸化炭素排出量 

229,411,033 kg-CO2  

ごみ焼却量：85，054 t 

ごみ処理量１ｔあたりの CO2 排出量 

2，697-kg-CO2/t 

2，683-kg-

Co2/t以下 

2，695-kg-

Co2/t 
99％ 

②ごみ処理量 1ｔあた

りの廃棄物発電によ

る向上※１ 

 

発電量：60,927,590 kWh 

焼却量：85,054 t 

ごみ処理量 1ｔあたりの 

廃棄物発電量 

716 kWh/ごみ-t 

 

719kWh/ 

ごみ-t以上 

719.15 kWh/ 

ごみ-t以上 
100% 

③使用電力量の 

削減※２ 

【2021 年度 基準値】 

ごみ焼却施設等：11,732,940kWh 

リサイクルセンター：668,350 kWh 

清掃事務所：76,280kWh 

最終処分場：82,210kWh※4 

合計：12,559,780 kWh 

12,559,780 

kWh 

12,559,780 

kWh 
100% 

2. 

廃棄物の

削減 

①焼却主灰における

熱灼減量基準値の

遵守 

熱灼減量基準値（計 3 炉） 

5%以下 

各炉平均 

5％以下 
0.56% 100% 

②選別設備において

の手選別による分別

の徹底 

 

選別設備 純度基準値 

スチール缶：95％以上 

アルミ缶：95％以上 

ペットボトル：95％以上 

容器包装プラスチック：95％以上 

白色トレイ：：95％以上 

各 95％以上 

98.79% 

98.01% 

99.4% 

98.01% 

99.08% 

104% 

103% 

105% 

103% 

104% 

3. 

水資源の 

節減 

上水の節減 
使用量  

上水 ：29,747m3（2021 年度）※3 
29,747m3 29,747m3 100% 

4. 

環境負荷 

の低減 

排ガスにおける 

基準値遵守 

排ガス基準値 

遵守率 100% 

遵守率 

100% 

全項目基準

値内遵守 
100% 
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【数値化しない環境目標】 

区分 環境目標項目 実績 

５． 

化学物質の適正管理 

・蒸気復水処理剤（ﾓﾙﾎﾘﾝ）凝集剤（第

二塩化鉄）の保管量適正 

PRTR 制度対象物質について、在庫管

理表を用いて保有量も把握を行った。 

6 

地域の環境保全、公衆衛生の向上 
貯水槽、浄化水槽の清掃 

年 1 回の受水槽の法定点検および年 6

回の浄化槽の清掃を行った。 

 

7. 

地域環境活動の参画 

地域・環境団体の環境活動へ積極的継

続実施 

施設見学者へのごみ分別に関する啓発

実施 

コロナ蔓延防止等によるイベント中止 

施設来場者に対するごみ施設の見学を

通したごみ分別に関する重要性を説明し

た。 

※1：焼却における二酸化炭素排出量は非バイオマス分であるプラ,合成繊維をもとに算出した。また、このときの

排出係数は、環境省発行温室効果ガス排出量計算のための算定式及び排出係数一覧より、廃プラの排

出係数（2,690 kg-CO2/ｔ）を採用。 

※2：電気事業者別排出係数における 2021 年度東京電力実排出係数（0.452 kg-CO2/kWh）を採用。 

※3：最終処分場の仮稼働開始は 2020 年 10 月、本稼働は 2021 年度 10 月となったため、使用電力量は顕

著な変動がある。また、上水の使用量は 2021 年度を基準とする。 
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6. 本事業活動の環境関係法令の遵守状況 

・当事業所が規制を受ける環境関係法令について、自社において遵守状況を点検した結果、すべてを遵守していることを確認しました。な

お、関係行政機関からの違反の指摘や控訴、住民からの苦情も過去 2 年間ありません。 

 

表 環境関連法規等の遵守状況チェックリスト 

 

 

更新日:2022年4月1日

該当法令 要求事項 頻度 基準値 2021年度

1 1 消防法 消防計画に基づく防火訓練 年1回 〇

2 第13条に基づく危険物取扱者の選任・届出 〇

3 機器点検：消防法施工規則第31条の6に基づく点検 〇

4 総合点検：消防法施行規則第31条の6に基づく点検 〇

5 第6条による危険物取扱所の設置許可 〇

2 1 電気事業法 第42条に基づく保安規定の策定、届出 〇

2 第43条に基づく主任技術者の選任 〇

3 ・電気主任技術者 〇

4 ・ＢT主任技術者 〇

5 電気事業法施工規則第94条に基づく安全管理審査 備考のとおり 〇

3 1 労働安全衛生法 第14条による作業主任技術者の選任 〇

2 ・ボイラー取扱作業主任者 〇

3 ・第1種圧力容器取扱主任者 〇

4 ・第2種酸素欠乏危険作業主任者 〇

5 ・特定化学物質等作業主任者 〇

2 クレーン則に基づく点検の実施 年1回 〇

3 クレーン則に基づく性能検査の実施 2年に1回 〇

4 第41条によるエレベータの検査 年1回 〇

5 施行令第1条第5号による第一種圧力容器の検査 年1回 〇

6 作業環境測定 2ヵ月に1回 〇

3 労働安全衛生規則第592条に基づくダイオキシン類の濃度測定 6ヵ月に1回 〇

4 1 計量法 第19条に基づく検査 2年に1回 〇

5 1 大気汚染防止法 施行規則第15条に基づく測定

2 ・ばいじん 月1回 0.01(g/㎥N) 〇

3 ・硫黄酸化物 月1回 30(ppm) 〇

4 ・塩化水素 月1回 50(mg/㎥N) 〇

5 ・窒素酸化物 月1回 50(ppm) 〇

6 ・一酸化炭素 年2回 〇

6 1 廃棄物処理法 第12条による主任技術者の選定 〇

2 施行規則第5条に基づく精密機能検査の実施 3年に1回

3 環整95号に示す分析、測定の実施

4 ・ごみ質 月1回 〇

5 ・焼却残渣の熱灼減量 月1回 5% 〇

6 ・燃焼室出口温度 常時 850度 〇

7 1 ダイオキシン類 第28条に基づく分析、測定の実施

2 ・排ガス 年2回 0.1(Ng-TEQ/㎥N) 〇

3 ・燃え殻（焼却灰） 年2回 3.0(Ng-TEQ/g) 〇

4 ・飛灰処理物 年2回 3.0(Ng-TEQ/g) 〇

8 1 騒音規制法 第4条に基づく騒音測定の実施 年1回 〇

9 1 振動規制法 第4条に基づく振動測定の実施 年1回 〇

10 1 悪臭防止法 第2条または4条に基づく悪臭の測定の実施 年1回 〇

11 1 フロン排出抑制法 第16条に基づく簡易点検の実施 3ヵ月に1回 〇

2 第16条に基づく点検の実施 3年に1回
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7. 代表者による全体の評価と見直し 

環境方針策定に併せて、環境目標を設定し、目標に向けた取り組みを行いました。全職

員が環境目標を理解し、各項目の達成を目指し活動しましたが、使用電力量の削減におい

て外的要因の影響もあり未達となりました。 

2021 年度の総括（2022 年度上期（実施日：2022 年 4 月 4 日））として①節電対策の実

施（未使用場所の電源 OFF、空調機温度の最適化）、②自然環境保護活動など地域コミュ

ニティへの参画を取り組むべき課題であると言えます。 

環境保全に取り組む姿勢を維持し、各種要因からの影響を局限できる体制作りを行い、

達成に向けて活動する必要があります。 

今後は、当社の基本方針である「地域社会における自然環境・生活環境の保全が、企業

の社会的責務であるとの認識に立ち、環境保護の推進に努めること」を鑑み、設定した環

境目標を履行するために、以下の取り組みにも努めてまいります。 
 

1）環境負荷低減に向けた運転技術の習得 

2）コンプライアンスの遵守に向けた講習会の開催 

3）本事業所の自然環境保護のための地域活動への参加 

 

2022 年 4 月 1 日  

 

代表取締役 石川 英司 

 

項目 指示事項 

①環境経営方針 変更の必要性 無 

指示事項 

策定した方針を遵守すること。 

②環境経営目標 変更の必要性 無 

 指示事項 

新型コロナの影響が収まってきており、地域環境イベントへ

の積極的参加を図ること。 

③環境経営計画 変更の必要性 無 

 指示事項 

現在の内容を継続すること。 

④実施体制 変更の必要性 無 

 指示事項 

本体制を継続すること。 
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8. その他の取り組み 

1）えこみっと内施設見学 

実施日 ：2021 年 4 月～2022 年 3 月（適宜実施） 

実施場所：水戸市清掃工場（えこみっと） 

概要  ：見学コースの巡回（約 450ｍ）、ごみ処理の流れ等  

参加者 ：1～50 名 

所要時間：1 時間半～2 時間程度 

 

 

図１ えこみっと内施設見学 

 


